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環境保全資材・バイオスティミュラントの活用 ― 養分を活かすという選択肢 ― 近年、農業を取り巻く環境は大きく変化しています。資材価格
の高止まりや労働力不足といった従来の課題に加え、環境保全への対応が、営農を考えるうえで無視できない要素となってきました。
作物生産に欠かせない窒素・リン酸・カリ（NPK）は、その多くを海外からの輸入に依存しており、国際情勢や物流の影響に加え、円安の進行によって資
材コストが変動しやすい構造にあります。このため近年では、肥料資源をいかに安定的に確保し、効率よく使うかという視点が、食料安全保障の面からも
重要になっています。
こうした背景のもと、輸入資源に頼るだけでなく、圃場や自然界にすでに存在する養分をどのように活かすかという考え方が注目されています。家畜ふん
尿などの有機性資源の活用や、土壌中での養分循環に加え、大気中に存在する窒素を微生物の働きによって作物が利用できる形に変えるといったアプ
ローチも、その一例です。これらは、化学肥料を単に置き換えるものではなく、**養分を「使える形で循環させる」**という発想に基づいています。
こうした考え方を支えるのが、環境保全資材です。環境保全資材とは、作物の生育を一時的
に押し上げることを目的とするものではなく、土壌や根圏環境を健全に保ち、養分を無駄な
く活かすことを重視した資材の総称です。肥料を「どれだけ入れるか」ではなく、**「圃場にあ
る養分をいかに効率よく使うか」**という視点で、安定生産を下支えします。
香川県では、水稲に加えて麦の栽培も多く、品質確保のためにタンパク含有量を高める目
的で硫安を多く投入する管理が一般的に行われています。一方で今後は、資源やコストの
制約を踏まえ、投入量そのものを見直せないかという視点も重要になってくると考えていま
す。春の麦収穫を一つの節目として、試験や導入事例を積み重ねながら、地域の作型に合っ
た活用方法を探っていきたいと考えています。
環境保全と営農の両立は、一度の判断で完成するものではありません。現場での試行と検
証を重ねながら、環境にも経営にも無理のない農業を形にしていくことが大切です。
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※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。

柑橘園の殺虫／殺菌剤散布

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰの殺虫剤散布ハウスの遮光剤散布

実績のある作物・病害虫）
・水稲本田防除・除草剤散布
・麦の赤かび病防除
・大豆の殺虫・殺菌防除
・ハウスの遮光剤散布
・肥料散布
・柑橘園の防除（殺虫・殺菌）
・露地野菜の殺虫・殺菌防除
 （ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ, ｷｬﾍﾞﾂ, ｽｲｰﾄｺｰﾝ他）

柑橘防除お任せﾊﾟｯｸもｽﾀｰﾄしました！

ドローン請負防除 当社では生産者の方々を防除作業という重労働を減
らすためにドローンを使った散布代行業務の対象領域を年々広げています。
対象作物や対象の病害虫、料金等については当社にご相談ください。
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喜多社長のフィロソフィ日記「周年行事」 新年あけましておめでとうございます。2020年6月から毎月続けているフィロソフィ日記だが、「ネタ切れの
恐怖」と「締め切り」に追われながらも、気がつけば5年半が経過した。これからも自分自身を省みる機会として、継続していきたい。
1900年（明治33年）に創業した当社は、創業125年を迎えた。12月5日には、従業員と仕入先の方々にお集まりいただき、周年式典を実施した。オープ
ニングムービーで創業からの歩みを振り返り、続いて会長から125年のあゆみが語られた。私自身、当社が長年継続してきたのは、時代が変わりゆく中で
何を果たすべきかを常に考え、事業の形態を変えてきたこと、そして「変革」と「チャレンジ」を絶えず続けてきたからだと理解している。
私からは「五方よしの経営」について話をした。自社の都合だけでなく、お客様、仕入先、地域、社員とその家族を含め、関わるすべての方にとって意味のあ
る存在であり続けること。その考え方こそが、企業が長く事業を続けていく上で欠かせないものだと考えている。
京セラ創業者の故 稲盛和夫氏は、経営とは「空中に浮かぶ人力自転車のようなものだ」と語っている。創業期には必死でペダルをこぎ、上昇気流に乗ろ
うとする。だが、空中に浮き始めると、人はつい安心してペダルをこぐ力を弱めてしまう。ペダルを止めた瞬間に自転車は高度を保てず、やがて落下してし
まう。過去の成功は、未来を保証するものではない。
当社も、業績は少しずつ上向きつつある。ただし、この状態に油断はできない。今後は、農業のさまざまな課題解決に取り組むことで、経常利益率5％、10
％を安定して確保できる企業へと変わっていきたいと考えている。そして次の130年の節目に向け、従業員とともに努力を重ね、さらに高いところを目指し
ていきたい。

DJI AGRAS MG-1機体交換プログラム

T10機体＋バッテリー4個
＋粒剤散布装置＋充電器

T10バッテリー
4個

T25機体＋バッテリー4個
＋粒剤散布装置＋充電器/発電機
T50機体＋バッテリー4個

＋粒剤散布装置＋充電器/発電機

T25バッテリー
3個

T50バッテリー
2個

MG-1フライトコントローラー＆MG-1バッテリー4個をご提供頂く場合、
下記キャンペーンに参加できます。

キャンペーン期間：～2026年2月28日
※納品並びに引渡が完了していることが条件とな
るため、1ヶ月程度余裕を持ちお申し込みください。


